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環境省「自然を活かす上質なツーリズム人材育成・地域作り支援事業」 

インバウンド研修・フィールド体験  

募集概要 

 

１） 研修名称 インバウンド研修・フィールド体験 

 

２） 主催    環境省 

運営事務局として、日本環境教育フォーラム、日本エコツーリズム協会 

 

３） 目的   

「自然を活かす上質なツーリズム」について、環境省の研修で講義やグループワーク等を通じて学んだ方

を対象に、現場における実践例を体験的に学ぶことを目的とする。地域の歴史、文化、暮らしを包摂した

自然の物語を、インタープリテーションの技法を活用しながら、どのように来訪者に伝え体験いただくと

「感動」や「学び」につながるのか、全国通訳案内士として訪日外国人観光客を案内している講師と共に体

験学習を通じて考える。 

 

４） 募集定員及び募集対象者   10名（先着順） 

過年度に、環境省の人材育成支援事業にて集合研修又はインバウンド研修の受講経験を有する個人 

 

５） 研修参加費    12,000円（税込）  ※現地における宿泊、移動に関する実費相当。 

ガイドツアー代、講師謝金等は主催者負担 

 

６）場所及び日程    神奈川県箱根町 1月 29日（水）～1月３０日（木） 現地集合・解散 （詳細 別添２） 

1月 29日（水） 行程 交通 
含まれる
食事 

９：００ 

９:４５-16:30 

 

 

 

 

 

１７：００頃 

【集合】 ＪＲ／小田急 小田原駅 西口 

【アクティビティ参加】 

金子森講師が実際にインバウンドを案内している

旧東海道箱根八里を巡るガイドツアー 

（箱根の伝統工芸である寄木細工を見学し、13 代

目の店主が運営する甘酒茶屋に立寄り、石畳、芦ノ

湖、杉並木等、地域資源を巡る 

【宿泊】 DNP創発の杜・箱根芦ノ湖山荘 

小田原駅から借

上げバスにて移

動 

 

 

昼食 

 

 

 

 

夕食 

１月 30日（木）    

 ８：１５ 

１０:００-１５:00 

 

 

１５：１５頃 

チェックアウト後、徒歩でバス停へ移動（約１５分） 

Hakonature Base 2F会議室 

振返り及び訪日観光客対応にかかる講義 

（※昼食は別途自己負担） 

【解散】小田急 箱根湯本駅 

公共バス利用 

姥子温泉入口→

箱根湯本駅 

朝食 
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７）研修参加申込（〆切 1月 13日（月）定員に達し次第、受付終了） 

  以下、①のフォームに入力すると共に、1月２４日（金）までに②の金額を③の口座へお振り込みください。 

① 申込フォーム（領収証発行の有無も尋ねています） 

https://forms.  

 

② 振込金額 12,000円（税込）  

内訳 

桔梗屋（昼食代） 1,200円 

甘酒茶屋（甘酒代） 500円 

DNP創発の杜（宿泊、夕食、朝食）シングル部屋 9,900円 

入湯税 150円 

手数料 250円 

計 12,000円 

 

③ 振込先  

 

 

 

 

 

※研修参加費以外に、参加者が負担するもの 

1月 29日（水） 

・集合場所（小田原駅）までの交通費 

・DNP創発の杜（飲酒代）各自 

1月 30日（木） 

・バス代 （姥子温泉入口→箱根湯本駅）1,100円 

・昼食代（Hakonature Base隣のレストランを予定）各自 

・解散場所（箱根湯本駅）からの交通費 
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別添１ 

講師紹介 

金子 森 

古屋 絢子 
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別添２ 

旅程、持ち物等詳細 

 

1月 29日（水） 

09:00 小田原駅 西口集合、貸切バスにて箱根方面へ（車内で研修概要等の説明） 

09:45 須雲川自然探勝歩道から旧東海道箱根八里のハイキングスタート 

11:30 畑宿にて寄木細工の見学 

12:00 桔梗屋にてランチ（蕎麦・うどん） 

12:45 ハイキング再開  

14:30 甘酒茶屋で休憩 

15:00 芦ノ湖に向けて出発 

16:30 石畳、芦ノ湖、杉並木を経て恩賜箱根公園 Pにて終了 

17;00 宿舎（DNP創発の杜・箱根芦ノ湖山荘）にチェックイン 

 

【箱根八里～時代を超え旅人たちの足跡をたどる】 

日本遺産にも認定された旧東海道・箱根八里を須雲川自然探勝歩道から芦ノ湖まで歩きます。伝統工芸

にも指定されている箱根寄木細工の発祥の地である畑宿、多くの旅人を泣かせてきた難所・七曲り、

400年にわたり旅人の疲れを癒してきた甘酒茶屋、そして江戸時代の面影を残す石畳と杉並木を通って

ゴールを目指します。「箱根の山は天下の険」。数世紀にもわたり旅人が歩いてきた道を一緒に歩きまし

ょう。 

 

体力：★★☆☆☆ ツアーの歩行時間の目安は 6 時間未満。6kg～8kg 程度の日帰り装備一式を背負い

累計標高差 1000m程度を歩ける体力が必要です。 

難度：★★☆☆☆ 登山道は比較的明瞭で、緩急はあるが、幅員もある。転滑落の危険個所が少ない。 

 

【持ち物（参考）】 

・バックパック：日帰りのハイキングの装備が入る容量のもの（20～30リットル程度） 

・ヘッドランプ：1月は 5時前に暗くなるので念のため 

・軽登山靴：くるぶしまである登山用のブーツ、ない場合は履き慣れたスニーカーでも可 

・登山用肌着：透湿性の高い肌着（化学繊維が望ましい、綿は NG） 

・中間着：シャツ、フリース、薄手のダウンなど 

・ジャケット：防水性・防風性・透湿性のあるアウタージャケット 

・山歩き用ボトムス：登山用で濡れても乾きの早い吸汗速乾性素材のもの 

・雨具：上下セパレートタイプのもの、晴れの日でも万が一に備えお持ちください 

・帽子/サングラス：日除け用につばのあるものがおすすめ 

・手袋：乾きにくい軍手は不向きです 

・水筒：最低 500ml以上（桔梗屋、甘酒茶屋で給水可能です） 
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・行動食：途中の休憩時のエネルギー補給に（ナッツ、飴、ゼリーなど） 

・個人常備薬：持病薬、カットバンなど 

・マイナンバーカード又は健康保険証：万が一のために（コピー不可） 

 

1月 30日（木） 

８：１５ チェックアウト 

徒歩で箱根登山バス姥子温泉入口へ（約１５分） 

８：４３ 姥子温泉入口発 （参加者支払い＠1,100円） 

9:16 箱根湯本駅着 

徒歩５分 

１０：００ Hakonature Base 2F会議室 

       昼食（※近隣にて、参加者負担） 

午前：昨日参加したツアーの振り返りと気づきの共有 

午後：地域でインバウンドツアーに取り組む際のレクチャーと質疑 

 １５：００ 研修終了・解散 

 １５：１５ 徒歩で箱根湯本駅へ 

 

【参考：帰りの交通手段】 

       箱根湯本駅を 15:37に出発した場合 

・小田原駅着 15:53 

・羽田空港着 17:27 

  

【参考：訪問施設のURL】 

1月 29日 

・畑宿         http://www.hakoneyumoto.com/hatajyuku/ 

・桔梗屋         https://hakone-kikyouya.com/ 

・甘酒茶屋      https://www.amasake-chaya.jp/index.html  

・DNP創発の杜  https://www.dnp.co.jp/group/dnp-facilityservices/benefits_hakone/ 

 

1月 30日 

・Hakonature Base https://hakonature.jp/information#rentalspace 
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